
地域活性化スクールプロジェクト

Ｌｉｎｋ 活動報告書（第１弾）

＃EkiFes（えきフェス）
～この夏の一コマ～

・・美濃太田駅周辺の活性化・・
美濃太田駅前広場ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽの有効活用を検討する実証実験

▲楽天ブログ ▲Instagram ▲ＨＰ



×
地域活性化スクール

プロジェクト
美濃加茂市
都市整備課

美濃加茂市の
未来を担う人づくり

美濃太田駅周辺の
まちづくり

コラボ

地域活性化スクールプロジェクトでは、
「若者が輝き、自分らしく生きられるまち」を軸として捉え、

地域に愛着を持ちながら、活発に活動ができる若者の育成
を目的とした活動を行っており、

Ｌｉｎｋは、
高校生と美濃加茂市（地域）で働く・住んでいる大人が

つながり、協働しながら新しい活動を生み出す企画です。

令和５年度は、都市整備課と連携し、
高校生と一緒に美濃太田駅周辺の賑わい創出に取り組んでいます。

この取り組みの中で、
高校生が美濃加茂市の玄関口である美濃太田駅前で

イベント「＃EkiFes」を実証実験として開催しました。

自分たち（高校生・地元住民・市職員）が主体となり、
駅前広場（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽ）で

やりたいこと、やってみたいことを
実際にチャレンジしました。

～ Ｌｉｎｋ 過去の実績 ～
・令和４年度「多文化共生」をテーマにした活動を実施

高校生の活動内容
①学校で使えるポルトガル語＆タガログ語「虎の巻」の作製
②外国の方との文通交流 ③食を通じた異文化交流
④スケボーを絡めた多文化共生 ⑤テニスを通じて共生するまちづくり

⑥外国のファミリーが避難所を使えるように「災害対策チラシ」を作製



第１回まちづくり検討会

第２回まちづくり検討会

第３回まちづくり検討会

駅前でやれる
駅前でやりたい
ことを出し合っ
たよ！

現地を見ながら
意見集約して、
各担当を決めま
した！

初顔合わせ！
ドキドキしたけど
楽しかった♪

＃EkiFes 開催までの流れ

6/8

6/15

6/22

・自己紹介 ・現地確認
・フリートーク（意見交換）

「会場装飾」
「体験イベント」
「飲食」

チームに分かれて計画づくり

・アイスブレイク・グループワーク
・１分間「企画」プレゼン大会



第４回まちづくり検討会

各ブース準備会

以外と苦労した
けど楽しかった
試作試食！

各ブースの
ポップ作り！
最終確認！

＃EkiFes 開催までの流れ

6/23
～7/26

7/27

職員ミーティング、その他の活動など
１）職員会議（地活×都市整備課） ‥ 計１４回
２）地元との調整（弥生発展会集まり）‥ 計 ３回
３）高校生によるイベントチラシづくり
４）イベントまでのカウントダウン投稿

・竹を切って、竹あかりを作製
・体験ブースの試作
・たこ焼き、ドリンクを作って試食

・出店の看板ポップ作り
・イベント当日の打合せ

インスタグラムにてイベント周知用の
カウントダウン写真を投稿

高校生が作成した
イベントチラシ

その他



＃EkiFesの概要

コンセプト

ねらい
・美濃太田駅南地区の賑わい創出

・駅前広場の活用実験

高校生、地域、職員がつながり

みんなで創る賑わい

テーマカラー みどり

ターゲット
・子ども～高校生世代

・地元住民

実施日：令和５年８月４日（金）

時 間：１７：００～２０：００

場 所：美濃太田駅
駅前広場（南口）

主 催：地域活性化ｽｸｰﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、都市整備課、高校生
協 賛：弥生発展会、市若手職員（有志）

：

実施内容 以下Ａ～Ｄ

Ａ）飲食
たこ焼き（高校生）
オリジナルドリンク（高校生）
焼きそば（弥生発展会）
かき氷、コーヒー（有志職員）

Ｂ）体験イベント
紙コップ風鈴作り
うちわ作り
キャンドル作り
線香花火

Ｃ）会場づくり
竹アート
まったりスペース
音響整備

Ｄ）アンケートブース
まちづくりに関するアンケート
アンケートWeb版
手書き込み版（グラフィックボード）



＃EkiFes 当日の様子

焼きそばと
オリジナルドリンクを出店

大盛況でした

風鈴づくり体験
たくさんの子どもが

楽しんでいる様子でした

キャンドルづくり体験
ジェルで作るキャンドルに

子どもたちも興味津々でした

受付エリア
たくさんの方が来場し、
行列ができていました

来場した方にまちづくりや
イベントへの意見を付箋に書いて

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾎﾞｰﾄﾞに貼ってもらいました

まったりスペース
休憩できるベンチの他

ジェンガなどを配置して
滞留できる場所をつくりました

日が暮れて会場が
おしゃれな雰囲気で

写真映えスポットでした

イベント後半には
線香花火を行いました

高校生が作った竹アート
いろんな色に

ライトアップされました

イベントに来てくれた子どもたち、
高校生、職員で記念写真を撮影



参加した高校生による振り返り①

★よかったこと
≪イベント≫
・国籍、年齢を問わず多くの人が来てくれた
・お客さんや地域の人とたくさん話すことができた
・イベントの宣伝がうまくいった
・接客の楽しさを知ることができた
・他ブースで対応する高校生と差し入れなどをしながら助け合いができた
≪企画全体≫
・企画に大人×高校生のアイデア（それぞれの視点）を活かすことができた
・アンケートボードにたくさんの嬉しい意見が書いてもらうことができた
・会議・準備・イベント当日を通して、色んな人と関わることができた
・この活動で高校生同士の新しい交流が生まれた（友達の輪が広がった）
・活動を通して、コミュニケーション能力やリーダーシップがついた
・みんなで作り上げた達成感、手作り感がよかった
・自分がやりたいことだけじゃなくて、お客さんの目線に立ち企画ができた
・様々な制限がある中で、何かできるのか、考えることができた
・自分の行動力、チャレンジしようとする意欲が上がった気がする

第５回まちづくり検討会

イベント後にまちづくり検討会を
開催して、高校生たちが自分たち
の活動の振り返りを行いました。

8/10

★反省点・改善点
≪イベント≫
・受付、整理券システムの周知が足りなかった
・効率的な運営ができていなかった
・駅利用者への周知が足りなかった
・準備した量と実際に購入してくれた人数に差があった
・各グループ間での情報共有が不十分だった
・ゆっくりできる場所が少なかったので、イスや机をたくさん置きたい
・自分の係で手一杯になって他のブースを見たり、ゆっくり出来なかった
・タイムテーブルどおりに進められなかった
≪企画全体≫
・準備の段階で地域の人との交流がもっとあるとよかった
・準備の負担が大きかった 人数がもう少しいるとよかった
・準備期間が足りなかった 計画的に準備ができていればもっとよかった
・高校生もお金のこと考えたい



参加した高校生による振り返り②

★今後実施していきたいこと
映画上映会、中高生世代向けのイベント、映えフォトスポット、
たくさん飲食店を出したい、ドックラン、冬にイルミネーション、
ボランティアを集めて駅前広場の掃除をしたい、花見イベント、
高校生による街コン、芸能人やインフルエンサーを呼びたい、
猫カフェ、音楽メインのフェス、コスプレイベント、
みんなで遊べるイベント、ラーメンフェス、多国籍料理フェス、
地元のお菓子企業とコラボしたスイーツ開発、
あい愛バスとのコラボ企画、地元カフェのフェス、
駅前に来た人で何か１つ作り上げたい

実績・まとめ

ＫＰＩ
（数値目標）

企画に参加する
高校生１０名⇒

実績
企画に参加した
高校生１４名
大学生２名

⇒

今回の企画は、高校生が一から企画を考案し、美濃太田駅周辺の
活性化のための活動を、最後までやり遂げ、形として実現した貴重
な経験になりました。

地域活性化スクールプロジェクトとしても、このようなイベント
開催は初めての経験でしたが、「高校生×地域」のパイプ役として
の役割を充分に果たせたと考えています。

イベントは終了しましたが、美濃太田駅周辺の活性化のための活動は続いて
いきます。今後も高校生が主体となった企画を地域活性化スクールプロジェク
トがサポートしていきます。


